
住 所：廿日市市津田６９－１
ＴＥＬ：０８２９－７２－１１４５

ＦＡＸ：０８２９－７２－１１４６廿日市市立佐伯中学校
http//www.saiki-J.hiroshima-c.ed.jpＵＲＬ：

推進者：田中 暢哉

１ 研究主題

２ 研究の概要

３ 心に響く道徳の授業「ベスト３」
学 年 第１学年 第２学年 第３学年
主 題 名 家族愛 法のきまりの遵守 思いやり

４－（６） ４－（２） ２－（２）
病気と闘いながら，子 法やきまりは自分だ ヤコブに対する「わ
どもたちを深い愛情で包 けでなく，相手や集団 たし」の心の変化を通

ね ら い む筆者の心情にふれると を守るためにあること して，人間には強さや
ともに，保護者からの手 を理解し，よりよい社 気高さがあることを信
紙を読むことで，親の深 会の実現のために正し じて，生きることに喜
い愛情に気づかせ，望ま い行動をとろうとする びを見いだそうとする
しい家族関係を築こうと 心情を育てる。 態度を養う。
する態度を育てる。

資 料 名 二人の子どもたちへ 朝日新聞社説より カーテンの向こう
（出典） （暁教育出版） （教育出版）（ ）とっておきの道徳授業Ⅱ

数名の保護者の方に授 事情によっては法を 資料の世界に入りや
業に参加してもらい，我 破っても仕方がないの すくするために，病院
が子の成長を願う親の気 かどうかを，朝日新聞 の窓とそれにかかるカ
持ちを話してもらった。 に投書された２つの事 ーテンのセットを提示
また，事前に保護者の 例から考えさせた。生 し，雰囲気づくりを行

指導の 方に子どもへの願いを込 徒の意見を引き出すた った。
工夫 めた手紙を書いてもら めに，ネームプレート 自分が「わたし」で

い，授業の中で生徒に読 を黒板に貼り，自分の あったら，真実を話す
ませ，親の深い愛情を実 立場を明確にしていっ のかそれともヤコブの
感できるようにした。 た。Ｔ１とＴ２はそれ ように架空の話をする

ぞれ逆立場に立ち，生 のか，ネームプレート
徒の意見を支援してい を貼り，全員の意見を
った。 引き出すようにした。

「未来を拓く道徳的実践力の育成」
～ 感じる，考える，行動する，

そして未来をよりよく生きようとする生徒の育成 ～

研究構想図
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～感じる，考える，行動する，
そして未来をよりよく生きようとする生徒の育成～

研究主題研究主題

学習規律の統一，つなぎ発言の意識づけ

理論研修
・道徳教育の意義
・道徳教育の目的
・道徳の時間の特質
・指導方法の創意工夫
・先進校の取組みに学ぶ

道徳の時間道徳の時間

授業研修
・自己を見つめられる発問
・効果的なＴ．Ｔの活用
・生徒の活動が見える授業
・心に響く資料の選定

各教科
・望ましい学習習慣の
育成
・各教科の目標達成過程
で道徳性を育成

総合的な学習の時間
・課題解決能力の育成
・学び方，考え方の育成
・自己の生き方の探求
・他領域とのかかわり

特別活動
道徳的な実践の場として
・学級活動
・生徒会活動
・学校行事 周辺校への取組み

・公開研究大会
・実践交流会

環境づくり
・掃除の徹底
・環境委員会の活動
・校内掲示の充実
・心のノートを利用した
詩の掲示

生徒指導
・生徒理解
・あいさつ運動
・清掃指導
・遅刻指導
・生徒会活動との関連

家庭・地域との連携
・道徳通信「こころの窓」
・地域公開
・地域の人材活用

・学校評価
・「基礎・基本」定着状況調査
・実態調査
・公開研究会アンケート

・研究推進計画の改善

・教育活動の改善
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